
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

千屋小学校だより 

学校教育ビジョン 

「子どもは家庭で愛され、学校で学び、地域で育つ」 

千屋小学校ホームページは「新見市立千屋小学校」 
で検索するとご覧になることができます。 令和５年１２月号 

 山々の木々の葉はいつの間にか散り、朝の氷点下の気温や時折の雪に、この千屋野の 

里に厳しい冬がやって来るのも近いです。夏休みが終わり、８月２８日（月）に始まった２学 

期が、１２月２２日（金）に終了しました。２学期始業式では子ども達に「２学期は多くの行事や活動が予定され

ています。それぞれの行事や活動をがんばり、秋に作物が実るように、自分にとって実り多い学期にしましょ

う。そして一人一人が輝き、みんなが輝けるようにしていきましょう。」と話しました。宿泊研修や修学旅行、米

作りや千屋牛飼育などの農業体験、音楽会や陸上記録会、きらきら発表会、そして地域の皆様との交流と大

変多くの行事や活動がありました。子ども達は、一つ一つの行事や活動を真面目に、一生懸命に取り組んで

おり、それぞれの学年で一回りも二回りも成長したように感じます。 

これから始まる冬休みでは、安全や健康に気をつけながら、家族とのふれあいや地域行事への参加などを

通して、たくさんの楽しい思い出を作ってほしいと願っています。 

11 月 28 日（火）にコロナの影響で数年できていな

かったデイサ－ビスセンターほっと館との交流をしま

した。交流へは全校児童 12名で参加しました。 

まず、きらきら発表会で演じた「水戸黄門」を見て

いただきました。お年寄りの皆さんは子ども達が演じ

る姿に大変喜んでくださいました。後半は子ども達が

お年寄りの皆さんの肩たたきをしました。子ども達が

訪問し、お年寄りの皆さんに元気を与えられていると

いいです。子ども達も笑顔いっぱいで帰りました。 

  

２学期終了！楽しい冬休みに！ 

ほっと館との交流☆11．28 芸術鑑賞会♪11．３０ 

 １１月３０日（木）に、文化庁主催による芸術鑑賞会が

ありました。鑑賞会では、日本音楽集団の方々が来校

され、和楽器の紹介や演奏、また朗読劇「ごんぎつね」

を披露してくださいました。朗読劇の中では、子ども達

も歌で参加しました。尺八、琴、琵琶、和太鼓、篠笛、三

味線などの楽器で有名な曲を演奏したり、朗読劇の

BGM を奏でたりしました。子ども達は日本の楽器に興

味津々で、和楽器のすばらしさを感じていました。この

鑑賞会へは、神郷北小の子ども達も参加しました。 

☆2学期の思い出☆彡 



 
 
  
 

 

 

 

 

 

校長の論語（ l o n g ）論語 ( l o n g )  a g o！ （昔むかし ） 

～本物体験を大切に～  

＜１月の論語＞ 
し い     あやま あらた     これ あやま   い 

① 子日わく、過ちて改めざる、是を過ちと謂う。 
・孔子の言葉。「間違った・失敗したと気付きながら、それを直そうともせず、そのまま放置したりごま

かしたりするとしたら（せっかくの失敗を生かせなかったという点から言っても）それこそ本当の過

ちというものだ（人は失敗したり間違ったりするものです。でも、間違ったらよくよく反省をして二

度と同じ失敗を繰り返さないようにすることにこそ意味があるのです）」 

  し  い    いきどお  はっ  しょく わす   たの     もっ うれ   わす 

② 子日わく、憤りを発して食を忘れ、楽しみて以て憂いを忘る。 
・孔子の言葉。「感動して、さあやるぞと心に決めたら最後、食事をとることも忘れるし、学問・修養す

ることが楽しくなって、あれこれとある心配ごともわすれてしまう」 

                           ※「クマ先生と読む論語」 森熊男著より 

 

 

 

 

１月の主な行事予定 

 ９日（火）：第３学期始業式 15:10下校 
１０日（水）：学習サポート 
１８日（木）：移動図書館車来校 
１９日（金）：スキー教室① 定時退庁日 
２３日（火）：わくわくタイム 

 

校長室の窓から 

２５日（木）：スキー教室② 
２６日（金）：スキー教室③・大会 
       参観日 下校バスなし 

       笠岡北木小との交流 
３０日（金）：給食集会 
 

※本物体験の例 今年もお世話になりました！ 

現在、情報通信技術等の発達により、ICT 機器等があれば、簡単に見たり、聞い

たり、体験したりすることができます。身近なゲームもその一つでしょう。バーチャル

な世界を簡単に体験できることは、子ども達だけでなく、私たち大人にとっても楽し

く、夢中になることは間違いないです。 

学校ではどうでしょうか。令和３年度から iPad が全児童に貸与され、学習におい

て利活用を進めています。ICT 器機によって今までできなかったことも授業の中で

できるようになってきたのも事実です。しかし、学校は本物体験も大切にしています。

実物を見てみる、実際にやってみる、聞いてみることなどは、ICT 器機等から得た情

報や感情とは比べ物にならないくらい子ども達の記憶や心に残り、また非認知能力

等も養うことができます。（非認知能力についてはまた解説します。） 

今年度は、米、農作物の栽培による農業体験、千屋牛飼育による畜産体験、中部

フィルや日本音楽集団による音楽鑑賞会、修学旅行や宿泊体験など本物体験の機

会をたくさん設けてきました。子ども達は本物体験を通して、五感を働かせ、多くのこ

とを学んでいます。今後も学校は、本物体験を大切にし、子ども達を成長させたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ QRコードを読み取ると 
  千屋小ＨＰにアクセス 
  できます。 

令和５年が終わろうとしています。皆様にとってどのような一年だったでしょうか。
コロナの影響で様々なことが延期や中止に追い込まれていましたが、５月のコロナの
５類移行により行事等が復活、実施となりました。以前のような生活に戻りつつある
中、無いことに慣れ始めていた分、再開すると忙しさが増したような気がします。 
  私にとっては変革の年で、４月から新任校長として千屋小学校へ赴任しました。まだ
まだ校長職には慣れないのですが、保護者、地域の皆様に助けられながら何とか今年を
終えることができそうです。令和５年度はまだ３か月残っています。教職員一同がんば
っていく所存ですので、どうか新しい年もご支援、ご協力をよろしくお願いします。 



     


